
下り坂による速度超過、カー
ブによる交差点視認不良

至 糸魚川市

至 柏崎市

25.0%
28.4%

56.8%
13.6%

1.1%
17.0%

0% 20% 40% 60%

■対策実施区間の評価事例 【Ｎｏ．３８４ 国道８号 国府交差点付近】

Check

Action

効果の検証

進捗状況の判定

＜道路利用者の評価＞

◆ 対策の満足度（R6） ◆ 対策後に感じたこと

※複数回答あり
特にない

⾞の速度を下げるようになった

前⽅⾞との⾞間距離をとるようになった

・道路利用者に対策の満足度をｱﾝｹｰﾄしたところ、約9割が満足と評価。
・特に、走行する車線がわかりやすくなったとの意見が多い。

N=88

満⾜
85.2%

どちらでもない
12.5%

不満
2.3%

◆ 所轄警察ヒアリング（R6年9月）

 安全化事業が完了し、道路利用者や所轄警察からの評価により
対策効果が認められた ⇒対策完了

・対策後、事故は発生していない。渋滞も減少し、安全性も向
上したと考えられる。

＜所轄警察の意見＞

Plan

Do

問題の把握と対策立案

対策実施 （R5年）

下り勾配かつカーブ区間により速度超過、交差点視認性不良に
より、追突事故を誘発。
交差点内で車線が増加することにより迷い運転を誘発。
⇒上り線車線増設、ドットライン設置

こく ふ

国府交差点

８

至

糸
魚
川
市

至

柏
崎
市

ドットライン
(R5.8)

至 糸魚川市

至 柏崎市

上り線車線増設
(R5.8)

至 糸魚川市

至 柏崎市

至 柏崎市

至 糸魚川市

交差点内で車線数が増加、
迷い運転を誘発

⾛⾏⾞線がわかりやすくなった

前⽅の左折⾞の減速、停⽌により
急ブレーキを踏むことが少なくなった

その他

・対策実施区間の急ブレーキ
件数が減少(約２割減少)

⇒車線増設により後続車の通行
がスムーズ（減速・停止

要因が減少）になり、安全性が
向上。

：対策前（R5.6）
：対策後（R6.6）

＜車両挙動の変化による評価＞

約２割減少

上越市



至 群馬県

至 長岡市

対策前の
停止線位置

◆ 警察署ヒアリング（R6年9月）

満⾜
88.5%

どちらでも
ない
9.8%

不満
1.6%

Plan 問題の把握と対策立案

Do 対策実施 （R5年）

Check 効果の検証

進捗状況の判定

道路利用者の満足度が高いが、対策後に追突事故が発生しており、所
轄警察からも様子見が良いとの意見 ⇒ 経過観察

Action

＜道路利用者の評価＞

・対策後に着目事故である追突事故が起きているため、しば
らくは様子見が良い。

＜所轄警察による評価＞

■対策実施区間の評価事例 【Ｎｏ．３６４ 国道１７号 竹俣入口交差点】
たけ また いり ぐち

見通しの良い長い直線区間のため、漫然運転になりやすく、スピード
を出しやすいため、交差点手前で前方車両の減速・急停止に後続車
の対応が遅れて追突事故が発生。
交差点の交差角によって停止線の位置が手前に下がっているため、
車両停止位置を誤認識しやすい。

⇒ドットライン、注意喚起路面表示、停止線前出し

見通しの良い直線区間による速度超過、停
止線の位置が手前に下がっていることによ
る停止位置の誤認識により事故を誘発

選定時事故データ（H25～H28）
・死傷事故件数 1.25件/年
・死傷事故率 192.3件/億台km

◆ 対策の満足度(R6) ◆ 対策による効果

N=61

・道路利用者に対策の満足度をアンケートしたところ、約9割が満足と評価。
・特に車間距離の確保や走行速度の低下について評価が高い。

※複数回答可

26.2%

23.0%

32.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

速い速度で⾛る⾞が減った

急ブレーキをかける⾞が減った

⾞間距離をつめる⾞が減った

ドットライン
（R5年8月）

注意喚起路面表示
（R5年8月）

停止線前出し
（R5年8月）

至 長岡市

至 群馬県

竹俣入口交差点

至 長岡市

至 群馬県

六日町IC
17

至 群馬県

至 長岡市

至 長岡市

至 群馬県

竹俣入口交差点
↓

南魚沼市



0.5

0.0
0

0.2
0.4
0.6
0.8
1

右折事故

 交差点が広いため、交差点内の右折速度が高く、直進車両も交
差点進入判断にばらつきが出て、信号変わり目の無理な進入に
より交差点内で衝突事故が発生。

⇒ 注意喚起路面表示

■対策実施区間の評価事例 【Ｎｏ．101 国道８号 日吉町交差点】

Plan 問題の把握と対策立案

交差点が広いため無理な進入を誘発

選定時事故データ（H17～H20）
・死傷事故件数 2.25件/年
・死傷事故率 246.5件/億台km

至 長岡市

至 上越市

Do 対策実施 （H30年）

効果の検証Check

進捗状況の判定Action

卓越していた右折事故は減少したものの、所轄警察より、近年追突事故
が多発している状況で対策が必要との意見。 ⇒要追加対策

日吉町交差点
↓

＜所轄警察による評価＞
◆ 所轄警察ヒアリング（R6.9月）

・R5年～R6年7月末に追突による死傷事故２件、物損事故

５件発生。柏崎で一番交通量が多く、追突事故が多く起
こっている場所のため、対策は必要。

ひ よし ちょう

至 長岡市

至 上越市

注意喚起路面表示
（H30年3月）

＜事故データによる評価＞

・対策実施後、 区間全体の死傷事故は減少。
（対策前2.25件/年→対策後0.5件/年 78%減少）
・対策後の事故データは「事故データに基づく選定条件」に非該当。
・卓越していた右折事故は減少。

日吉町交差点

柏崎IC

至

上
越
市

至 長岡市

8

日吉町交差点
↓

0

1

2

3

4

対策前

（選定時）

対策後

◆ 対策前後の事故件数

死
傷

事
故

件
数

（
件
/年

）

◆ 卓越事故の事故件数変化
：対策前（H17～H20）
：対策後（R1～R4）対策前:

2.25件/年
246.5件/億台km

対策後:
0.50件/年

113.8件/億台km

事故データに基づく選定条件
（事故件数 1.5件/年以上かつ

死傷事故率 100件/億台km以上)に

該当しない

78%
減少

：対策前（H17～H20）
：対策後（R1～R4）

100%
減少

死
傷

事
故

件
数

（
件
/年

）

柏崎市


